
３月1５日（火）第７４回卒業証書授与式を挙行いたしました。

大変残念ではありましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止

への配慮から、３年生保護者（各家庭２名のみ）と教職員のみの

式場列席、及び、在校生のリモート参加という型式での開催とい

たしました。

そんな例年とは違う卒業式でしたが、私は多くの感動や勇気を

もらうことができましたので、その中で大きく感動した一つのエ

ピソードを紹介いたします。

それは、式辞の中で、母から何度も聞かされた『「子育ては命がけ」という言葉を紹介し、自分の

子育てもいろいろ大変だったし、皆さんのご両親も大変な思いをして子育てをしてきたんだと思う。

だから、ご両親への感謝の気持ちを忘れないでほしい』と話しましたが、そんな事を話すまでもなく、

卒業証書を手渡した後のスピーチで、卒業生が保護者への感謝の言葉を語っていたことです。親にと

って“子どもはいつまでたっても子ども”です。自分がどのような状況下でも、子どもを守るのが親

の役割です。そんな親の大変さを実感し、感謝できるということに大変感動しました。

話は変わりますが、私の好きな言葉の１つに、高村光太郎の｢道程｣という詩の、

「僕の前に道はない 僕の後ろに道はできる」

という一節があります。これは“自らの

進む道は自分の力で切りひらいていくの

だ。その歩みが「人生」という一本の道

となる。”という意味が込められています。

卒業生たちは多くの不安を抱えながら、

自らの目標に向かって自らレールを敷き、

目標達成に向けて歩んでいくことになり

ます。ただ、進学先は違いますが、今ま

で苦楽をともにした級友がいます。上美

生の人が卒業生を見守っています。何よ

り、家族はいつまでも卒業生のよき理解

者です。上美生地域のつながりを信じ、「人

生」という一本の道を刻んでいく新たな

生活を有意義に過ごし、自分の目標を成

就させることを心より期待しています。

学校教育目標

生気に満ちた姿勢で
物事にあたり

互いに励まし高め合う生徒

８日（金）着任式・始業式・入学式

１２日（火）身体測定 バス乗車マナー指導 職員会議

１３日（水） 全学年学力テスト 生徒会入会式 部活体験入部～１９日

１４日（木）職員会議

１８日（月）スクールバス乗車指導

１９日（火）全国学力・学習状況調査

保護者面談～２６日

２６日（火）３年生修学旅行 ～２８日

２８日（木）町Ｐ連総会

２９日（金）昭和の日

十勝春季バドミントン大会 団体戦

３０日（土） 〃 個人戦
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春は別れと出会いの季節です。今年

度も異動により４名の教職員が本校か

ら転出いたします。異動する教職員からの挨拶をご紹介いたします。

保護者の皆様、地域の皆様、うぐいす会の皆様に支えていただき、幸せな４年間を過ごすことがで

きました。心より感謝申し上げます。上美生の子どもたちが、この予測困難な時代を、多様な世界・

人々とつながり合い、たくましく生き抜いて行ってくれるようお祈りいたします。 教頭

再任用により３年間、上美生中学校に務めさせていただきました。残念ながら子どもたちと接する

機会は多くはありませんでしたが、心に残る思い出がたくさんできました。保護者の皆さまや地域の

方々にはたいへんお世話になりました。ありがとうございました。 教諭

１年間と短い間でしたが、大変お世話になりました。豊かな自然の中で、活発な活動をする生徒の

皆さんと学校生活を共にできたことは、とても楽しい思い出となっています。また、協力的な保護者

の皆様、温かい地域の方々に囲まれ、充実した日々を送ることができました。今後の、保護者の皆様

のご発展と生徒の皆様の健やかな成長を心からお祈りしています。本当にありがとうございました。

教諭

3月一杯で異動となります。２年という短期間でしたが、その間、地域・保護者の皆様の温かいご

理解とご協力を賜りましたことを心より感謝いたします。たくさんの思い出をいただきました。あり

がとうございました。 教諭

３月８日（火）５時間目に、令和

３年度のまとめとなる生徒総会が行

われました。当日は生徒全員が生徒会の一員であるという意識が確証され

るような質疑応答が行われました。本校の生徒総会は、一般的な質疑・意

見要望だけではなく、書記局や各委員会のよい点を讃えるという素晴らし

い場面が見られます。そんな姿勢を新入生にも語り伝えたいものです。

３月９日（水）５時間目に、３年生

を対象に非行防止教室が行われまし

た。当日は上美生駐在所の金本 優 様を講師としてお招きし、青少年の

非行や薬物乱用、十勝における状況についてお話ししていただきました。

非行や薬物の怖さについて再認識できる貴重な時間となりました。

３月１１日（金）に、東日本大震災

の教訓を生かすための防災授業が各学

年で開催されました。震災から１１年が経過し、悲惨な状況を忘れがちの

ところがありますが、惨劇を決して風化させないようにして、後世に語り

伝えつつ、万が一への備えをしっかりしていきたいものです。
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